
最終処分場やエコセメント化施設の運

営と合わせて、周辺住民の方々や関係

者との交流に力を入れています。

平成18年から、焼却灰をセメントの原料として利用する

工場を運転、管理しています。これによって埋め立てられ

るごみが少なくなり、二ツ塚処分場の使用期間をたいへ

ん長くすることができます。

国内でも進んだ設備やしくみを持つ二ツ塚処分場に焼却

灰と燃やせないごみを受け入れ、安全に埋立処分してい

ます。※平成30年度の埋立てはありませんでした。

また、すでに埋立てが終わった谷戸沢処分場の維持管理

を行い、里山的自然の再生を進めています。
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搬入

地域25市１町の焼却灰と、細かくくだかれた燃

やせないごみの最終処分（埋立て）を行っていま

す。

転を開始したため、焼却灰は全てリサイクルされ

ています。

ごみをまとめて、土をかぶせま
す。これをセル工法といい、火災
やごみの飛び散り、においや害
虫を防ぎます。

細かくくだかれたごみは、埋立
区域の決められた場所におろさ
れます。

燃やせないごみの処理

仮調整池

※平成30年度の埋立てはありませんでした。

　日頃の業務や調査活動などでは、協力いただい

ている日の出町の自治会の方々にたちあっていた

だく。
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安全を守る

ためにいくつもの

設備やしくみが

あるんだよ。

せつ  び

焼却残さ 不燃ごみ
しょうきゃくざん ふ  ねん

エコスタックは、小動物
や昆虫のかくれ家です。
まわりの森に間伐材※を
利用して設置していま
す。

こんちゅう が

かん ばつ ざい

ちせっ

平成
30年度

多摩地域の人々は、環境への関心がとても

高く、平成30年度のごみリサイクル率は

37.3％と、全国でもトップクラスにあります。

リサイクルなどの推進により、埋め立てるご

み（不燃ごみ）の量は年々減少し、平成30年

度の埋立てはありませんでした。限りある

最終処分場を有効に使うために、これからも

住民・事業者・行政が力を合わせてごみ減量・

リサイクルを進めていくことが必要です。この処理施設の地下には浸出水調整槽や、埋立地に仮調整池が

あり、大雨などで浸出水が増えても、ためることができます。

りょうふ　ねん

うめ たて かり

へい  せい

すい  しん

げん

う た

うめ   た

仮調整池
かり



歩車道境界コンクリートブロック
（東京ゲートブリッジ）

ほ しゃ どうきょうかい

今まで埋め立てていた焼却灰をセメントとして再

生利用します。リサイクル先進地域・多摩のリサイ

クルをさらに進めます。

二ツ塚処分場では、平成18（2006）年７月か

ら、ごみの焼却灰を埋め立てずにセメントとし

て再生利用するための施設が動き出しまし

た。このセメントは、エコロジーの“エコ”と“セ

メント”をあわせて“エコセメント”と名づけら

れました。
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活性コークス塔
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廃棄物広域

毎年、夏休み期間中に、処分場見学会を行っ

ています。エコセメント化施設を見学したり、

埋立区域を間近に見ることができます。

s

やエコセメント化施設の様子

八丈町

東京都島嶼町村一部事務組合

八丈島一般廃棄物管理型最終処分場

大島一般廃棄物管理型最終処分場
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処分場ってとっても広いね！

いろんな話しを聞いたからみんなにも

教えてあげよう。
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フクロウの営巣を確認
えいそう かくにん

メガソーラー施設の稼働
し せつ か どう

谷戸沢グランド

谷戸沢

サッカー場
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二ツ塚処分場の隣にある谷戸沢処分場は、昭和59

（1984）年から14年間、多摩地域25市1町から出るご

みの埋立処分を行ってきました。埋立処分は平成10

（1998）年に終わりましたが、現在でも安全とまわりの

環境が守られるように維持管理を続けています。

伐った木の代わりに、苗を植えて育てました。また山菜を採ったり、稲や野菜などを植

えて農地としても利用してきました。このように人が手を入れた自然と人間の生活と

のバランスがとれた地域を里山と言います。

埋立区域は220,000㎡もある広大な草原となりました。さらに池や

水辺を整備したため、造成が行われる前よりも多くの種類の動植物が

集まる場所となりました。

また、埋立跡地については、地元日の出町と協力して有効活用してい

ます。現在は、埋立地の一部をグランドとして日の出町に貸し出し、地

域の方々に利用していただいているほか、災害時に消火・救急活動の

ため消防用ヘリコプターが利用することになっています。

平成29年10月には、メガソーラー施設を設置しました。発電規模は

約２メガワット、年間発電量は一般家庭約500世帯分となります。

埋立てによって一時的に動植物が減ったこともありま

した。それから、自然への負担を減らす努力を続けた

結果、たくさんの動植物が戻ってきてくれたのです。
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するためのデータを集め、埋立

てが終わった処分場の安全性を

確認していきます。地元日の出
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夜行性の猛禽類

生態系ピラミッドの頂点に

位置する肉食の鳥類です

夜行性の猛禽類

生態系ピラミッドの頂点に

位置する肉食の鳥類です

夜行性の猛禽類

生態系ピラミッドの頂点に
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春に山の日当りが

良い場所に咲きます
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皆さんの家から出たごみは、車で清掃工場へ運ばれます。
清掃工場から出た灰や、細かくくだかれた燃やせないごみは、
二ツ塚処分場へ運ばれていきます。

※平成30年度は燃やせないごみは

　運ばれてきませんでした。

燃やせないごみは、細かくくだいてリサイクル施設などに運びます。
も し せつ

みな

せいそう はい も

もへいせい

ごみ
ピット
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